
令和２年度 小山町立成美小学校 学校だより

せせ いい びび

校長 田中 清子

コロナ禍で始まり、コロナ禍で終わろうとしている令和２年度。その中で、どうしたら子どもたち

の学びを止めず、また楽しく充実した学校生活を創造することができるか……頭や心を悩ませ、あれ

これと考えさせられることの多い１年でした。振り返ってみると、子どもたちの元気や笑顔に支えら

れた１年だったなと思います。成美っ子たちは決して下を向くことなく、しっかりと顔を上げて前へ

進んできました。「できないこと」を嘆き悲しむのではなく、「だからこそできること」を自分たち

で見つけ、力強く突き進んでいく姿に、私自身どれだけ励まされたかわかりません。

２ヶ月の臨時休校中、「子どもたちがいない学校」のさみしさを実感しました。校舎内を歩いて回

っても、物音ひとつしない静けさ。教室の中はがらんとしていて、生活のあしあとがほとんどありま

せん。学校に子どもたちがいる……今まで当たり前だったことが、急に目の前から消え去ったとき、

私はその当たり前がどれだけ「幸せ」なことだったのか、改めて気づきました。だから、６月になっ

て学校が再開したとき、とてもうれしかったことを覚えています。新しい生活様式、行事の中止や縮

小など、いろいろと制限はありましたが、子どもたちが毎日元気に登校してくること、それを笑顔で

迎える先生方がいること、それだけで「大きな幸せ」を感じる自分が今ここにいます。

２月 26 日に行われた「６年生を送る会」は、１年生から５年生までの「ありがとう」と、６年生

からの「ありがとう」が響き合う、とてもすてきな会でした。６年生のことを思い、感謝の気持ちを

込めて一生懸命に準備をした下級生のみんな。１年生から５年生の「ありがとう」に、「ありがとう」

を返してくれた６年生。手をつないだり、おんぶしたりすることはできない１年だったけど、６年生

からのメッセージを聞いて、涙を流している１年生もたくさんいました。成美小の子どもたち、体と

体はソーシャルディスタンスでも、心と心はちゃんとつながっています！

この１年、子どもたちをあたたかく見守り、大切に育ててくださった保護者のみなさま、本当にあ

りがとうございました。学校教育へのご理解・ご協力にも重ねて感謝申し上げます。

また、成美っ子の健やかな成長を願い、さまざまな場面でご支援いただいた地域の方々にも、心か

ら感謝しております。昨年度同様、卒業式・入学式にご来賓として来ていただくことはできませんが、

６年生の門出、新１年生の新しいスタートを共に喜んでいただけたら幸いです。子どもたちの様子は

学校のＨＰ内にある掲示板等でお知らせしますので、ぜひご覧ください。

まだまだ気を緩めることのできない状況にはありますが、これからも今年度同様、「子どもたちの

ために」「今だからこそできること」を常に模索し、子どもたちにとって「楽しい」「学びの実感が

ある」学校、保護者のみなさまや地域の方々からは「信頼される」学校をつくっていきたいと考えて

おります。

令和３年度も引き続きよろしくお願いいたします。１年間、本当にありがとうございました。
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今年度も、新型感染症感染防
止のため、限られた時間や条件
の中で開催しましたが、笑いあ
り涙ありの心のこもった素晴
らしい
会にな
りまし
た。

２月 26 日（金）に、学校評
議員会が開かれました。１年
間子どもたちや学校を温かく
見守っていただいたり御助言
をいただい
たりしまし
た。ありが
とうござい
ました。

回覧

～令和２年度最後の学校だより～

今年度も、学友会の皆様、見守
り隊の皆様、かけこみ 110 番の
家を引き受けてくださっている
皆様、学校の環境整備に御協力
いただいた皆様など、他にも多
くの方々に子供たちと成美小の
教育を支えていただきました。

心より感謝申し上げます。




